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月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。 

特別展「外国奉行と神奈川奉行―幕末の外務省と開港都市―」 

～Part1「外国奉行―幕末の外務省」～ 

横浜開港資料館が主催する日米和親条約締結 170周年を記念した特別展「外国奉行と神奈川

奉行 ―幕末の外務省と開港都市―」が開催されます。同展覧会は、「幕末の外務省」である外

国奉行（外国方）の全貌を知ることのできる初の展覧会となります。 

外国奉行と神奈川奉行、二つの組織の実態や幕末の「外交官」たちの姿、そして開港都市横

浜の様相を、古写真・絵画・絵図・古文書など総計約 150点の資料から紹介します。 

 

【開催期間】令和 6年 9月 21 日（土）から 10月 20日（日）まで 

※Part2「神奈川奉行―開港都市を治める」は 10月 26日(土)から

11月 24日(日)まで開催し、Part1 から Part2にかけては展示資料

を全点入れ替えます｡ 

【開館日および開催時間】9：30～17：00（入館は 16：30まで） 

【休館日】月曜日（ただし、祝日の場合は開館し翌火曜日が休館） 

【入場料】一般 500円/小・中学生および横浜市内在住 65歳以上 250円 

Part1・2共通入館券 900円(前売 800円) 

【お問合せ】横浜開港資料館 TEL：045-201-2100 

 

企画展示「ROV で迫る 日本海の深海」 

 水中を潜航する「ROV（アールオーブイ／遠隔操作型無人探査機）」で記録した海底の様子や

深海の生物をスクリーンで見ることができるほか、ROV本体の模型も展示。 

日本海側で国内初記録されたコトクラゲや、海底を泳ぐアカムツの映像や 

その他深海に生息する生物も展示します。 

この夏は不思議がいっぱいつまった深海世界をのぞいてみませんか。 

【開催期間】令和 7年 2月 24 日（振休・月）まで 

【開館日および開催時間】9：00～17：00 

【休館日】12月 29日～1月 1日、3月の第 1木曜日とその翌日 

【入場料】大人 1,500円/小人（小・中学生）600円/幼児（4歳から）200円/乳児（3歳まで）無料 

【お問合せ】新潟市水族館マリンピア日本海 TEL：025-222-7500 

日本海事広報協会 出版部 

国民の祝日「海の日」は、海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄を願う日です

TEL 03-3552-5034  
FAX 03-3553-6580 

X   @kaijipr 

@kaiji_pr フォローお願いします！ 
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※イベントは中止になる可能性がありますので、参加の際は各施設にお問合せ下さい。 

 

 

2025 世界の帆船カレンダーを販売  

当協会にて毎年制作しております「世界の帆船カレンダー」を本年も 10月上旬か

ら販売いたします。表紙を飾る「海王丸」を筆頭に、チリの「エスメラルダ」やマ

ルタの「ロイヤル・クリッパー」など、勇壮な世界の帆船を収録しています。 

表紙を含めて全７枚つづり、Ａ２判（610ミリ×425ミリ）。 

ご予約・ご注文は FAXまたはメールで受け付けております。 

【お問合せ】（公財）日本海事広報協会 出版部 

TEL:03-3552-5034 FAX:03-3553-6580  

E-mail: calendar@kaijipr.or.jp （上記 2 次元コードから読み取ることができます。） 

読者･視聴/聴取者プレゼント用にご提供します。上記までお問合せ下さい（10月 10 日締切）。

＊配信停止または FAX 番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせください。  

FAX が誤って届いている場合も同様にお知らせください。 

□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。）       □番号変更 

社名・団体名（                ）         社名・団体名（             ） 

間違番号  （                ）         変更番号  （             ） 

蒲郡市制 70周年・生命の海科学館開館 25周年記念特別展「ｱﾉﾏﾛｶﾘｽ、ｶﾝﾌﾞﾘｱ紀の海をゆく」 

 今からおよそ５億年前、まだ生きものが上陸する前のこと。『カンブリア紀』とよばれる時代の幕明け

とともに、光あふれる浅い海に、さまざまな姿をした生物たちが登場しました。当時最大最強と目され

ながらも、謎に満ちたアノマロカリスと その仲間たちを中心に、魅力あふれるカンブリア紀の生物たち

とその進化についてご紹介します。 

【開催期間】令和 6年 11月 10 日（日）まで 

【開館日および開催時間】9：00～17：00（入館は 16：30まで） 

【休館日】毎週火曜日、12月 29日から 1月 3日 

【入場料】無料 ※常設展は有料 

【お問合せ】生命の海科学館 TEL：0533-66-1717 

海上保安新聞 2024年 8月 25日号 

＜巻頭＞人材確保へ PR 動画「海上保安官物語」～

ユーチューブで公開中～ 

公益財団法人海上保安協会 03-3297-7580 

ＫＡＩＵＮ 海運 2024.9 No.1164 

＜特集＞次代を担う内航経営者の視点 

＜ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ＞時代に応えエネルギー輸送を継続 

日本海運集会所 03-5802-8365 

全船協 2024年 8月夏季号 

＜巻頭＞平和産業として～代表理事・会長 広重康

成氏～ 

一般社団法人全日本船舶職員協会 03-3230-2651 

東京港夏号 Vol.307 Summer2024 

＜トピックス＞東京国際クルーズターミナル外国

船入港紹介 

一般社団法人東京都港湾振興協会 03-5500-2584 

販売価格 1,400 円 

（本体 1,273 円、消費税 127 円）・送料別 

日本海事広報協会 

定 期 刊 行 物 

新聞「海上の友」 毎月 1 日発行 

 購読料 1 カ月 542 円（送料別） 

 お申込み TEL：03-3552-5034 

 

mailto:calendar@kaijipr.or.jp

